
  

平成２４年 4 月 4 日 

海事局安全・環境政策課 

船舶産業課 

 

国際海事展「シージャパン 2012」 
～我が国海事クラスターの環境技術の発信～ 

 

 

4 月 18 日（水）から 20 日（金）まで東京ビックサイトにおいて、造船・舶用機器・

海事サービスをカバーする日本最大の国際海事展「シージャパン 2012」が開催されます

（別紙１参照）。 

 

≪環境技術にフォーカスした“ジャパンパビリオン・テーマゾーン”≫ 

 我が国海事クラスターが保有する高度な環境技術及び商品群を集中的に展示

し、国際的な発信を行います 

 

我が国は、世界有数の海運、造船、舶用産業のほか海事関連分野の研究を行う大学、

研究機関等により構成される海事クラスターを有しており、今次シージャパン 2012 では、

我が国海事クラスターとして初めてジャパンパビリオンにテーマゾーンを設け、国際的

な発信を目指すこととしています（別紙２参照）。 

 

 

≪世界最先端の省エネ技術を紹介する“海洋・船舶新技術シンポジウム”≫ 

 世界最先端の省エネ技術、環境対応技術を紹介します 

 

国土交通省では、日本海事協会、日本造船技術センター、日本財団及び我が国海事ク

ラスターを構成する民間企業と「船舶からの CO2排出削減技術開発支援事業」を行い、世

界最先端の省エネ技術を開発しています。これらについて、日本舶用工業会等と共催で、

4 月 19 日（木）に「海洋・船舶新技術シンポジウム」を開催し、上記の開発のうち研究

を完了した主なテーマについて発表を行います。併せて、環境対応技術である、窒素酸

化物を飛躍的に削減する「スーパークリーンマリンディーゼル」の開発等について発表

を行います（別紙３参照）。 

 

国土交通省では、我が国海事産業の国際競争力強化を目的に、これらの省エネ・環境

技術の普及を図っていくこととしております。 

                
【問い合わせ先】 
国土交通省海事局安全・環境政策課 岡、溝手 

直通 03-5253-8631（内線 43554、43545） 
船舶産業課 江頭、斉藤 

直通 03-5253-8634（内線 43623、43625） 
 

 

 



 
  



 
  



 
  



 
  



  



 
 



別紙 ２ 

 

＜テーマゾーン※における主要な展示内容＞ 

※テーマゾーンのオーガナイザーは、(社)日本舶用工業会と日本財団 

 

１．将来の低環境負荷船及びこれに関する研究開発 

・コンセプト船「スーパーエコシップ 2030」（日本郵船㈱） 

・コンセプト船「維新シリーズ」（㈱商船三井） 

・LNG 燃料を利用する自動車運搬船（川崎汽船㈱） 

・次世代型帆走商船開発「ウィンドチャレンジャー計画」（東京大学） 

・内航電気推進船（スーパーエコシップ）（（独）鉄道建設・運輸施設整備支援機構） 

・コミューター型電池推進船「らいちょう S」（東京海洋大学） 

 

２．最新鋭の省エネ船 

・新型省エネ船「e-Future シリーズ」及び電気推進船  

（㈱アイ・エイチ・アイ マリンユナイテッド） 

・次世代 LNG 運搬船「さやえんどう」及び空気潤滑システム「MALS」（三菱重工業㈱） 

・新型省エネ船舶（㈱大島造船所） 

・次世代省エネ船（㈱サノヤス造船） 

・バラスト水低減船（㈱名村造船所） 

・省エネ船型（エラ船型）、先進二酸化炭素低減船「山鋼丸」（山中造船㈱） 

・ハイブリッド推進型タグボート（新潟原動機㈱） 

 

３．新鋭の省エネ推進システム 

・天然ガス燃料エンジン＋電気推進システム（新潟原動機㈱） 

・スターリングエンジン（（独）海上技術安全研究所） 

・低速４サイクル機関用電子制御システム（阪神内燃機工業㈱） 

・２サイクル大形機関搭載船ハイブリッド推進システム（㈱日立ニコトランスミッション） 

・二重反転プロペラ（㈱アイ・エイチ・アイ マリンユナイテッド） 

・複合材料による高効率低コスト型プロペラ（ナカシマプロペラ㈱） 

 

４．スーパークリーンマリンディーゼル（SCMD）開発プロジェクト（窒素酸化物を飛躍的に

削減するエンジンシステムの開発） 

(社)日本舶用工業会、㈱大島造船所、㈱赤阪鐵工所、堺化学工業㈱、三菱重工業㈱、

新潟原動機㈱ 

 

５．海洋開発及びその他省エネ・環境設備 

・浮体式洋上風力発電システム、LNG 用新型タンク IHI-SPB タンク（㈱アイ・エイチ・アイ 

マリンユナイテッド） 

・天然液化ガス洋上浮体式生産・貯蔵・積出設備（三菱重工業㈱） 
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・洋上風力発電、海洋再生可能エネルギー（東京大学） 

・省エネ装置、設計システム（㈱サノヤス造船） 

・実海域における省エネ技術（ユニバーサル造船(株)） 

・船舶の復原性能監視装置（㈱宇津木計器） 

・舶用 A 重油焚き４サイクルディーゼル機関用排ガス脱塵装置（赤坂鐵工所） 

・舶用機器の機能別統合化、内航船ディーゼル主機関の排熱を利用した主燃料油加熱システム

（㈱KITA ENGINEERING、兵神機械工業㈱、山中造船） 

・高圧高信頼性ロータリーベーン式舵取機（ジャパンハムワージ㈱） 

・省エネ型油槽ポンプ駆動用蒸気タービン（㈱シンコー） 

・次世代型小型高速操舵装置（第一電気㈱） 

・排熱回収型サイレンサ（㈱大晃産業）  

・省エネ型通風装置（大洋電機㈱） 

・EUP 式電子制御ディーゼル機関（ヤンマー㈱） 

・小型高トルク超電導推進動力モータ（東京海洋大学） 

・横揺れを抑える新しいアンチローリングシステム（横浜国立大学） 

・ＥＣＯ運航支援システム（（独）海上技術安全研究所）・新型舵取り機（栗林商船㈱） 

・高度船舶安全管理システム（㈱赤阪鐵工所、阪神内燃機工業㈱、ヤンマー㈱） 

・工場内における省エネ技術（ダイハツディーゼル㈱） 

・高効率物流システム（富士貿易㈱） 

 

６．船舶からの CO2 排出削減技術開発支援事業の概況 

国土交通省が、(一財)日本海事協会、(財)日本造船技術センター、(公財)日本財団及び我が国

海事クラスターを構成する民間企業と実施している 22 の研究課題についての展示。 
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海洋・船舶新技術シンポジウム－ 省エネ・環境保全への挑戦 － 

 

＜主催・参加＞ 

国土交通省、日本舶用工業会、日本造船工業会、日本中小型造船工業会、東京大学、日本海事協

会、鉄道建設・運輸施設整備支援機構、海上技術安全研究所 

＜開催日時＞ 

４月１９日（木） １４：５０ ～ １８：００ 

＜開催場所＞ 

東京ビッグサイト レセプションホール A 

＜参加費＞ 

無料 

 

プログラム 

[基調講演] 

14:50~15:00 省エネ技術力による海事産業の競争力の強化 国土交通省 海事局長 森 雅人 

[技術セミナー] 

15:00~15:30 Smart Ship Initiative 2020 

日本舶用工業会スマートシップ研究会 

- 末岡 英利（東京大学 特任教授）

- 諸野 普（寺崎電気産業（株）） 

- 廣瀬 勝（ヤンマー（株）） 

15:30~16:00 ウィンドチャレンジャー計画 東京大学 特任教授 大内 一之 

16:00~16:30 スーパークリーンマリンディーゼル 
日本舶用工業会    

- 川上 雅由（新潟原動機（株）） 

16:30~16:40 休憩 

16:40~17:00 内航船舶における省エネ技術 
（独）鉄道建設・運輸施設整備支援機構

共有船舶建造支援部長  吉田 稔 

17:00~18:00 

船舶からの CO2 排出量の大幅削減技術  

①  空気潤滑システムの実船での 

検証結果報告
- 溝上 宗二（三菱重工業（株）） 

②  低燃費最適運航支援システム 

“SEA-NAVI”による省エネ効果
- 山崎 啓市（ユニバーサル造船（株））

③  推進効率に配慮した 

バラスト低減船の開発成果
- 夏城 力（（株）名村造船所） 

④  環境負荷低減船 “e-Future” 

の開発成果

- 石黒 剛（㈱アイエイチアイ マリン

ユナイテッド） 

⑤  廃熱回収システムを使った 

小形蒸気発電装置による省エネ効果
- 小野 泰右（ヤンマー（株）） 

（日本財団助成事業） 


